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１０月１９日（日）、井手町体育協会（奥田武彦会長）主催の「合併５０周年記念第３７回

町民体育大会」が、泉ヶ丘中学校グラウンドで行われました。競技前には、立命館

宇治高校のチアリーダー部『レイチャーズ』が特別出演され大会に華を添えました。

大会では、区対抗つなひきやリレー、大なわとびなど様々な種目が行われ、優勝

目指して競い合いました。また、自転車をはじめ豪華景品が当たる「合併５０周年記

念○×ジャンケンポン」では、多くの方が参加し会場は大変盛り上がっていました。

（大会結果は、３面に掲載）
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受
け
取
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
満

歳
（

人
）
の
米
寿
の
方
々
に

８８

１３

は
京
都
府
か
ら
、

歳
（
１
０
５

７７

人
）
の
喜
寿
の
方
々
に
は
、
町
社

協
か
ら
長
寿
を
祝
う
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

第
２
部
に
は
『
素
人
演
芸
会
』

が
行
わ
れ
、
日
本
舞
踊
や
カ
ラ
オ

ケ
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
に
も
、
玉
川
保
育
園
の
園

児
た
ち
が
歌
と
踊
り
を
披
露
、
最

後
に
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
い

て
く
だ
さ
い
」
と
心
温
ま
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
贈
り
ま
し
た
。

し
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
の

も
、
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。

町
社
協
と
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
積

極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
」
と

式
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
汐
見
町
長
は
「
高
齢
者
の

方
々
が
元
気
に
過
ご
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
引
き
続
き
様
々
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
、
続
い

て
府
知
事
代
理
の
安
田
山
城
広
域

振
興
局
長
、
中
坊
町
議
会
議
長
か

ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
井
手
町
在
住
の

歳
７０

以
上
の
お
年
寄
り
、
１
，５
８
３

人
（
男
性
６
５
３
人
、
女
性
９
３

０
人
）
を
対
象
に
行
わ
れ
、
こ
の

う
ち
約
６
５
０
人
の
方
々
が
出
席

さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、

歳
に
な
ら
れ
た

９５

７
人
を
代
表
し
て
、
本
田
ケ
サ
ギ

ク
さ
ん
（
東
部
区
）
が
汐
見
町
長

か
ら
表
彰
状
と
お
祝
い
の
毛
布
を

井
手
町
敬
老
祝
賀
式
が
、

月
１０

日
（
金
）、
府
立
山
城
勤
労
者
福

１０祉
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
式
は
、
お
年
寄
り
の
長
寿
を

祝
い
、
一
日
を
楽
し
く
過
ご
し
て

も
ら
お
う
と
、
井
手
町
と
町
社
会

福
祉
協
議
会
（
中
坊
溥
会
長
）
の

主
催
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

式
典
で
中
坊
溥
会
長
は
「
わ
た

いいでのまちかいでのまちかどど

ウオ
ッチン

グ
あいさつをする汐見町長

表彰状を受け取る本田さん

元気いっぱいの踊りを披露しました

皆
さ
ん
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

井
手
町
敬
老
祝
賀
式

式辞を述べる中坊会長

地
域
福
祉
推
進
員
研

修
会

９
月

日
（
水
）、
井
手
町
明
る

２４

い
選
挙
推
進
協
議
会
（
中
坊
勤
会

長
）
と
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
宮

本
安
委
員
長
）、
町
内
３
校
の
校

長
等
に
よ
る
「
明
る
い
選
挙
啓
発

力
作
ば
か
り
で
審
査
が
大
変

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・

標
語
審
査
会

月

日
（
水
）、
い
づ
み
人
権

１０

１５

交
流
セ
ン
タ
ー
研
修
棟
で
人
権
問

題
に
つ
い
て
学
ぶ
「
い
づ
み
ふ
れ

あ
い
学
級
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
４
回
目
と
な
る
今
回
は
、
講

師
に
城
陽
高
校
教
諭
の
土
肥
い
つ

き
さ
ん
を
招
き
、『「
あ
り
の
ま
ま

ポ
ス
タ
ー
」
と
「
明
る
い
選
挙
啓

発
標
語
」
の
審
査
会
が
自
然
休
養

村
管
理
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。ポ

ス
タ
ー
は
、
町
内
３
校
の

小
・
中
学
生
か
ら

点
、
標
語
は
、

７９

６
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
で
は
力
作
ば
か
り
の
応
募

作
品
を
前
に
、
頭
を
抱
え
な
が
ら

選
考
を
行
い
、
ポ
ス
タ
ー
の
入
選

作
品
を

点
、
標
語
の
入
選
作
品

１１

を
３
点
選
び
、
京
都
府
選
挙
管
理

員
会
で
選
考
さ
れ
る
「
第
２
次
審

査
会
」
へ
出
展
し
ま
し
た
。

自
分
ら
し
く
生
き
て

い
け
る
社
会
を

審査会の様子

講演の様子

の
わ
た
し
を
生
き
る
」
た
め
に
』

と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。土

肥
さ
ん
は
、
体
の
性
と
心
の

性
が
一
致
し
な
い
性
同
一
性
障
害

で
あ
る
こ
と
を
告
白
し
、
体
の
性

に
と
ら
わ
れ
な
い
生
き
方
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
講
演
で
は
、
生
い
立

ち
や
悩
ん
で
き
た
こ
と
な
ど
を
話

し
「
い
ろ
ん
な
人
が
生
き
や
す
い

社
会
に
な
れ
ば
い
い
な
」
と
参
加

者
ら
に
語
り
か
け
て
い
ま
し
た
。

９
月

日
（
金
）、
山
吹
ふ
れ
あ

２６

い
セ
ン
タ
ー
で
井
手
町
社
会
福
祉

協
議
会
（
中
坊
溥
会
長
）
主
催
の

地
域
福
祉
推
進
員
の
研
修
会
が
行

わ
れ
、
町
内
の
地
域
福
祉
推
進
員

約

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

６０研
修
会
で
中
坊
会
長
は
「
一
人

暮
ら
し
や
高
齢
世
帯
が
増
え
る
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中
、
高
齢
者
を
孤
独
に
し
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
。
現
在
ミ
ニ
サ
ロ

ン
を
行
う
事
に
よ
り
、
声
か
け
や

支
え
合
い
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

引
き
続
き
、
大
谷
大
学
の
志
藤

修
史
准
教
授
を
講
師
に
招
き
、『
住

ん
で
よ
か
っ
た
こ
の
地
域
～
地
域

で
の
福
祉
活
動
で
明
日
を
創
る

～
』
と
題
し
て
講
義
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

講
義
終
了
後
に
は
、
地
域
福
祉

推
進
員
全
員
に
ベ
ス
ト
が
中
坊
会

長
か
ら
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

伝達式の様子

「
人
権
の
花
」
を
咲
か

せ
ま
し
ょ
う

井
手
町
戦
没
者
追
悼
式
が
、
１０

月

日
（
金
）、
自
然
休
養
村
管
理

２４
セ
ン
タ
ー
で
厳
粛
に
行
わ
れ
、
戦

没
者
２
６
１
柱
の
ご
冥
福
を
祈
る

と
と
も
に
、
戦
争
の
な
い
恒
久
平

和
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
遺
族
や
町
内
外
か

ら
来
ひ
ん
の
方
々
約

人
が
参
列

９０

さ
れ
る
な
か
、
全
員
に
よ
る
黙
と

う
が
さ
さ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

汐
見
町
長
は
「
最
愛
の
肉
親
を

亡
く
さ
れ
た
ご
遺
族
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
深
い
悲
し
み
を

鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵
☆
総
合
結
果

優

勝

上
井
手
・
有
王
区

準
優
勝

南
区

第
３
位

北
部
区

☆
区
対
抗
リ
レ
ー

優

勝

南
区

準
優
勝

上
井
手
・
有
王
区

第
３
位

南
部
区

☆
区
対
抗
リ
レ
ー
ボ
ー
ル

優

勝

東
部
区

準
優
勝

上
井
手
・
有
王
区

第
３
位

石
垣
区

☆
区
対
抗
つ
な
ひ
き

優

勝

上
井
手
・
有
王
区

準
優
勝

北
区

第
３
位

玉
水
区

☆
区
対
抗
玉
い
れ

優

勝

南
部
区

準
優
勝

上
井
手
・
有
王
区

第
３
位

南
区
、
石
垣
区

☆
区
対
抗
大
な
わ
と
び

優

勝

東
部
区

準
優
勝

上
井
手
・
有
王
区

第
３
位

南
区

☆
子
供
会
区
対
抗
リ
レ
ー

優

勝

北
区

準
優
勝

南
区

第
３
位

石
垣
区
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区対抗などの

主な競技結果

恒
久
平
和
を
願
う

井
手
町
戦
没
者
追
悼
式

献花の様子

民
生
・
児
童
委
員
委
嘱

伝
達
式

月

日
（
月
）、
民
生
・
児
童

１０

２０

委
員
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
長
年

同
委
員
を
務
め
て
こ
ら
れ
、
こ
の

度
辞
任
さ
れ
た
山
川
美
昭
さ
ん
に

対
し
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
感
謝

状
が
、
府
知
事
か
ら
感
謝
状
と
記 中坊会長よりベストが贈呈されました

感謝状を受け取る山川氏

念
品
が
、
町
か
ら
記
念
品
が
贈
ら

れ
、
美
昭
さ
ん
の
代
理
人
、
山
川

数
也
さ
ん
が
受
け
取
ら
れ
ま
し

た
。ま

た
山
川
さ
ん
の
後
任
に
、
上

島
勝
廣
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
、
厚
生

労
働
大
臣
及
び
府
知
事
か
ら
の
委

嘱
状
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

月

日
（
月
）、
多
賀
小
学
校

１０

２０

体
育
館
に
お
い
て
「
人
権
の
花
」

伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
人
権
の
花

で
あ
る
ス
イ
セ
ン
を
栽
培
し
、
思

い
や
り
の
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う

と
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

児
童
ら
は
、
人
権
擁
護
委
員
の

方
か
ら
人
権
に
つ
い
て
の
話
を
聞

い
た
後
、
同
委
員
と
一
緒
に
ス
イ

セ
ン
の
球
根
を
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植

え
ま
し
た
。

最
後
に
、
児
童
代
表
が
「
人
権

と
い
う
言
葉
は
難
し
い
で
す
が
、

し
っ
か
り
学
習
し
ま
す
。
こ
の
ス

イ
セ
ン
を
大
切
に
育
て
、
他
人
を

思
い
や
る
心
を
み
ん
な
の
心
の
中

に
咲
か
せ
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

抱
き
な
が
ら
多
く
の
苦
難
を
乗
り

越
え
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

戦
後

年
の
歳
月
が
過
ぎ
平
和
の

６３

尊
さ
が
忘
れ
が
ち
で
あ
り
ま
す

が
、
戦
争
の
な
い
恒
久
平
和
の
願

い
を
も
ち
、
世
界
平
和
に
努
力
す

る
こ
と
が
戦
没
者
に
報
い
る
道
で

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
式
辞

を
述
べ
ら
れ
、
続
い
て
府
知
事
代

理
の
安
田
山
城
広
域
振
興
局
長
や

中
坊
町
議
会
議
長
、
岡
田
多
賀
地

区
遺
族
会
会
長
ら
か
ら
追
悼
の
言

葉
が
述
べ
ら
れ
、
参
列
者
一
人
ひ

と
り
が
菊
の
花
を
献
花
さ
れ
ま
し

た
。最

後
に
遺
族
を
代
表
し
て
井
手

地
区
遺
族
会
女
性
部
長
の
石
本
さ

ん
か
ら
、
汐
見
町
長
に
式
典
開
催

の
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

式
典
後
に
は
記
念
講
演
が
あ

り
、
真
言
宗
智
山
派
遍
照
山
西
福

寺
住
職
の
八
幡
覺
尭
さ
ん
を
講
師

に
招
き『
戦
没
者
家
族
の
そ
の
後
』

と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
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▲

１０月１８日（土）、第７回井手共同作業所まつりが、玉
水公民館前広場で行われました。
当日は、井手共同作業所の通所生が店長となって焼

きそばやおでん、フランクフルトなどの模擬店を出店。
来場者は、各模擬店を回り楽しみました。また、午後
からは「お菓子の袋詰め競争」が行われ会場は大いに
盛り上がりました。

▲

１０月１５日（水）、井手町社会福祉協議会（中坊溥会長）主催
の生き生きふれあいサロンで、お月見団子作りが老人福祉セ
ンター玉泉苑で行われました。
介護ボランティア「ポッポ」と生き生きふれあいサロンの

ボランティアの方が、米粉ともち粉、上白糖を混ぜ合わせ、
蒸し器にかけて下ごしらえを行いました。参加者らは、蒸し
あがった団子を食べやすい大きさに整え、あんこをのせて抹
茶と一緒にいただきました。

▲
１０月１６日（木）、井手小学校の５年生４４名が稲刈り

の体験を行いました。
この日収穫された稲は、６月に同児童らが泥だら

けになりながら大きく育つように願いながら植え
たもの。
使い慣れていない鎌を上手に使いながら、ていね

いに刈り取っていました。

▲

１０月２０日（月）、長年消防活動に尽力され今年４月に退団
された消防団員一人ひとりに退職報償金が汐見町長から手渡
されました。
汐見町長は「長年にわたり、住民の生命・身体・財産を守

るためご苦労をいただき感謝しています。また、消防団の活
動にご理解をいただき、支えていただきました、ご家族のか
たに厚くお礼申し上げます」とねぎらいの言葉をかけられま
した。
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高齢の方や障害のある方を災害から守りましょう！

～災害時要配慮者避難支援制度のお知らせ～

井手町では、「災害が発生したときや、災害のおそれがあるとき、支援が必要な高齢の方や障害のある方に対して、

災害に関する情報の伝達や避難などの手助けが、地域の中で、速やかに安全に行われる仕組み」作りに取り組んで
います。地域における災害時の支援を希望される方からの申請の受付を随時行っています。

◆対象となる方
災害時に家族などの支援だけでは避難することができない、または、家族などの支援を受けられない方で、自分の住所や

名前、本人の状況など個人情報を自主防災組織・民生委員・消防団などへ提供することに同意される以下の方を対象とします。
（施設・病院などに長期入所・入院されている方は対象になりません。）
① 65歳以上の高齢者（ひとり暮らしの方、高齢者のみの世帯に属する方）②介護が必要な方（要介護３・４・５）
③障害をお持ちの方（身体障害者手帳１・２級、療育手帳Ａ・Ｂ、精神障害者保健福祉手帳１・２・３級）
その他、災害時に自力で避難することが困難な方
◆申請の手続き
申請の方法
申請を希望される方は、申請書を役場に提出してください。申請窓口は次のとおりです。
総務課、高齢福祉課、住民福祉課、地域包括支援センター、社会福祉協議会

※郵送による申請もできます。その場合は、総務課（問い合わせ先）へ申請書を送付してください。
申請書は上記窓口から入手できます。また、井手町ホームページからダウンロードすることもできます。

代理申請
原則として、本人による申請としますが、本人が申請できない場合は、配偶者・扶養義務者・保護者などによる代
理申請ができます。

◆地域への情報の提供
申請いただいた情報に基づいて、町で名簿を作成し、地域で支援にあたる方 （々自主防災組織・民生児童委員・消防団など）

に提供します。地域ではあらかじめ「支援が必要な方をどのように避難させるのか」を話し合って決めておくなど、地域に
おける避難支援に役立てていただくことになります。このため、申請にあたっては、地域へ情報提供することに同意するこ
とが必要です。
◆おねがい
この制度は、あくまでも普段から地域の助け合い（共助）によって、少しでも災害時の被害を減らそうとするものです。

申請したからといって、災害の状況によっては、必ず支援を受けられるものとは限りません。また、支援する方が責任を負
うものでもありません。支援を希望されている方自身も、常に自分の身は自分で守るという意識を持って、普段から積極的
に周囲の方とコミュニケーションをとるよう心がけましょう！
＊お問い合わせは、役場総務課（82‐6161）まで

要配慮者（支援を希望する方要配慮者（支援を希望する方））閣閣
申請書提出
（登録） 井

手

町

役

場

隔隔見守り 支援

地域の助け合いが大切地域の助け合いが大切！！

地域支援者（隣近所の方など地域支援者（隣近所の方など））
鰍鰍

自主防災組織・消防団・消防自主防災組織・消防団・消防署署
民生児童委員・社会福祉協議会な民生児童委員・社会福祉協議会などど

支援者（支援をする方）

協力

郭郭
情報開示

《制度の概要》
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「地方公共団体における職員給与等の公表について」に基づいて、井手町では平成１０年度から町職員の給与の実態について公
表しています。なお、ここでお知らせする給与等は、税金や各種保険料を差し引く前の金額で、いわゆる「手取り額」ではあ
りません。また、現在未公表である情報については、公表されしだいホームページにて掲載予定です。お問い合わせは、総務
課（℡82－6161）まで。

１ 総括

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）
一人当たり給与費

Ｂ／Ａ
給 与 費職員数

Ａ区 分 計 Ｂ期末・勤勉手当職員手当給 料
６,０３２千円６１５,３１３千円１６８,００１千円３４,１６７千円４１３,１４５千円１０２人平成１９年度

（３）ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

（注）１ 職員手当には退職手当を含まない。
２ 職員数は、平成１９年４月１日現在の人数である。

２ 職員の平均給与月額、初任給等の状況
（１）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成２０年４月１日現在）

（注）１ ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした場合の地方公務員の給与水
準を示す指数である。

２ 類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純
平均したものである。

①一般行政職
平均給与月額
（国ベース）平均給与月額平均給料月額平均年齢区 分

３４９,６７６円３６６,６４１円３２６,８３９円４３.９歳井手町
３８７,５０６円－３２５,１１３円４１.１歳国

（注）１ 「平均給料月額」とは、平成２０年４月１日現在における各職種ごと
の職員の基本給の平均である。

２ 「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居
手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したもの
であり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているも
のである。
また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額
には時間外勤務手当、特殊勤務手当等の手当が含まれていないこ
とから、比較のため国家公務員と同じベースで再計算したもので
ある。

全国町村平均類似団体平均井手町年 度
９３.９９２.８９３.０平成１９年度
９６.０９５.９９７.８平成１４年度

（１）人件費の状況（普通会計決算）
（参考）

平成１８年度の人件費率
人件費率
Ｂ／Ａ

人 件 費
Ｂ実質収支歳 出 額

Ａ
住民基本台帳人口
（平成１９年度末）区 分

２９.４％２０.４％９１４,５８４千円１６２,０９３千円４,４７２,９３３千円８,４８２人平成１９年度

②技能労務職

参考民 間公 務 員
区 分

Ａ/Ｂ平均給与月額
（Ｂ）平均年齢対応する民間の

類似職種
平均給与月額
（国ベース）

平均給与月額
（Ａ）平均給料月額職員数平均年齢

－－－－３７０,１１４円３７０,９７１円３５８,３７１円７人５２.１歳井手町

１.０７２９９,７００円４３.６歳廃棄物処理業従業員３２０,５５０円３２１,５５０円３１４,８００円２人４４.９歳うち
清掃職員

１.５８２７３,２００円３８.８歳調理士４３２,５００円４３２,５００円３９７,２００円２人５４.４歳うち
学校給食員

－－－－３６１,５００円３６２,８３３円３６１,５３３円３人５５.３歳うち
その他技能労務職

－－－－３２０,６２３円－２８４,６７９円４,７８４人４８.９歳国

参 考

区 分 年収ベース（試算値）の比較

Ｃ/Ｄ民 間
（Ｄ）

公務員
（Ｃ）

－－－井手町

１.２８４,１７０,０００円５,３２５,２７５円うち
清掃職員

１.９９３,５９４,４００円７,１６０,３２６円うち
学校給食員

－－－うち
その他技能労務職

※民間データは、賃金構造基本統計調査において公表されているデータを使用
している。（平成１７～１９年の３ヵ年平均）
※技能労務職の職種と民間の職種等の比較にあたり、年齢、業務内容、雇用形態
等の点において完全に一致しているものではない。
※年収ベースの「公務員（Ｃ）」及び「民間（Ｄ）」のデータは、それぞれ平均
給与月額を１２倍したものに、公務員においては前年度に支給された期末・勤
勉手当、民間においては前年に支給された年間賞与の額を加えた試算値であ
る。
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（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成２０年４月１日現在）

経験年数２０年経験年数１５年経験年数１０年区 分
３５３,０００円３０６,４００円２７２,３００円大学卒一般行政職 ３１８,２００円２８５,１００円２３４,７００円高校卒
３００,４００円－２４４,０００円高校卒技能労務職 －－－中学卒

３ 一般行政職の級別職員数等の状況
（１）一般行政職の級別職員数の状況（平成２０年４月１日現在）

構成比職員数標準的な職務内容区分

５.４％４人
１ 定型的な業務を行う主事、技師、保育士若しくは保健師の
職務又はこれに準じる職務
２ 主事補、技師補又はこれに準じる職務

１級

３５.１％２６人専門的知識又は技術若しくは経験を必要とする業務を行う主
事、技師、保育士若しくは保健師の職務又はこれに準じる職務２級

２１.６％１６人係長、主任又は主査の職務３級
１２.２％９人課長補佐又は園長補佐の職務４級
１３.５％１０人課長、館長、園長又は所長の職務５級
１２.２％９人理事、局長、次長等の職務６級

（注）１ 井手町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。
２ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

（注） 平成１８年４月１日から給与構造改革により３級と４級を係
長級として統合し、５級を４級、６級を５級、７級を６級と
した。

（２）昇給への勤務成績の反映状況
勤務成績を反映せず

（２）職員の初任給の状況（平成２０年４月１日現在）
国井手町区 分

１７２,２００円１７８,８００円大学卒一般行政職 １４０,１００円１４９,８００円高校卒
－１４９,８００円高校卒技能労務職 －－中学卒

４ 職員の手当の状況
（１）期末手当・勤勉手当

国井 手 町
―１人当たり平均支給額（平成１９年度） １,６４７ 千円

（平成１９年度支給割合） 期末手当 勤勉手当
３.０ 月分 １.５ 月分

（ １.６ ）月分 （ ０.７５ ）月分

（平成１９年度支給割合） 期末手当 勤勉手当
３.０ 月分 １.５ 月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
毅役職加算 ５～２０％
毅管理職加算 １０～２５％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
毅役職加算 ５～１５％

（注） （ ）内は、再任用職員に係る支給割合である。

（３）地域手当（平成２０年４月１日現在）
― 千円支給実績（平成１９年度決算）
― 円支給職員１人当たり平均支給年額（平成１９年度決算）

国の制度（支給率）支給対象職員数支給率支給対象地域
勤務地域により支給率は異なるが、平成
２２年度制度完成時で最高支給割合１８％。－ 人０ ％井手町

（注）国の制度では平成２２年度での
完成を目指して、平成１８年度から支
給率を段階的に引き上げることとし
ている。

（２）退職手当（平成２０年４月１日現在）
国井 手 町

（支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続２０年 ２３.５０ 月分 ３０.５５ 月分
勤続２５年 ３３.５０ 月分 ４１.３４ 月分
勤続３５年 ４７.５０ 月分 ５９.２８ 月分
最高限度額 ５９.２８ 月分 ５９.２８ 月分
その他の加算措置 定年前早期退職特例措置

（２～２０％加算）

（支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続２０年 ２３.５０ 月分 ３０.５５ 月分
勤続２５年 ３３.５０ 月分 ４１.３４ 月分
勤続３５年 ４７.５０ 月分 ５９.２８ 月分
最高限度額 ５９.２８ 月分 ５９.２８ 月分
その他の加算措置 定年前早期退職特例措置

（２～２０％加算）
１人当たり平均支給額 ２４,４９７ 千円

（注） 退職手当の１人当たり平均支給額
は、平成１９年度に退職した職員に支給
された平均額である。

（４）特殊勤務手当（平成２０年４月１日現在）
－ 千円支給実績（平成１９年度決算）
－ 円支給職員１人当たり平均支給年額（平成１９年度決算）
－ ％職員全体に占める手当支給職員の割合（平成１９年度）

２種類手当の種類（手当数）
左記職員に対する支給単価主な支給対象業務主な支給対象職員手当の名称

１日につき５００円感染症の防疫作業感染症防疫作業従事職員感染症の防疫作業に従事
する職員の特殊勤務手当

１体につき１０,０００円死体処理死体処理従事職員死体処理に従事する職員
の特殊勤務手当

（５）時間外勤務手当
８,７６１千円支給実績（平成１９年度決算）

８６千円支給職員１人当たり平均支給年額
（平成１９年度決算）

８,５９４千円支給実績（平成１８年度決算）

７８千円支給職員１人当たり平均支給年額
（平成１８年度決算）

勤勉手当への勤務実績の反映状況
（一般行政職）

一律支給

【参考】

支給率支給対象地域

０ ％井手町

（平成２２年度の制度完成時）
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計６０歳以上５６歳～
５９歳

５２歳～
５５歳

４８歳～
５１歳

４４歳～
４７歳

４０歳～
４３歳

３６歳～
３９歳

３２歳～
３５歳

２８歳～
３１歳

２４歳～
２７歳

２０歳～
２３歳２０歳未満区 分

１１５人１人１９人２６人１４人３人７人１４人１１人７人１０人３人０人職員数

主な増減理由対前年
増減数

職員数（人）区分
部門 平成２０年平成１９年

０２２議 会

一
般
行
政
部
門

普
通
会
計
部
門

０２０２０総 務
派遣受入者の帰還に伴う
町職員の配置１７６税 務

機構改革による業務の効
率化▲１３７３８民 生

０７７衛 生
０４４農 林
０１１商 工
０７７土 木

０８５８５計
０１２１２教育部門

０９７９７小 計

０５５水 道
公
営
企
業
等

会
計
部
門

機構改革による業務の効
率化▲１５６下水道

０８８国保等
▲１１８１９小 計

▲１
［０］

１１５
［１５７］

１１６
［１５７］合 計

純減率純減数平成２２年４月１日
職員数

平成１７年４月１日
職員数

▲２．４％▲３人１２０人１２３人

５ 特別職の報酬等の状況
（平成２０年４月１日現在）
給料月額等区 分

７３０,０００ 円
６００,０００ 円

町 長
副町長

給
料

２９０,０００ 円
２２０,０００ 円
２００,０００ 円

議 長
副議長
議 員

報
酬

（平成１９年度支給割合）
３.３５ 月分町 長

副町長期
末
手
当 （平成１９年度支給割合）

３.３５ 月分
議 長
副議長
議 員

（算定方式） （１期の手当額）（支給時期）
給料月額×５３０／１００×在職年数 １５,４７６,０００円 任期ごと
給料月額×３１５／１００×在職年数 ７,５６０,０００円 任期ごと

町 長
副町長

退
職
手
当

６ 職員数の状況
（１）部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在）

（注）１ 職員数は一般職に属する職員数である。
２ ［ ］内は、条例定数の合計である。

（２）年齢別職員構成の状況（平成２０年４月１日現在）

（３）定員管理の数値目標及び進捗状況
①平成１７年４月１日～平成２２年４月１日における定員管理の数値目標

数値目標計画期間
終 期始 期

▲３人（縮減率２.４％）平成２２年４月１日平成１７年４月１日

（参考）井手町第３次行政改革大綱における定員管理の数値目標（数・率）

（注） １ 減額措置はしていない。
２ 退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支

給率に基づき、１期（４年＝48月）勤めた場合における退職手当
の見込額である。

（６）その他の手当（平成２０年４月１日現在）
支給職員１人当たり
平均支給年額

（平成１９年度決算）

支給実績
（平成１９年度決算）

国の制度と
異なる内容

国の制度と
の異同内容及び支給単価手当名

１９３,９２９円１２,７９９千円同じ

扶養親族である配偶者 １３,０００円
配偶者以外の扶養親族１人につき ６,５００円
配偶者がいない場合、そのうち１人については １１,０００円
１６歳から２２歳までの子 ５,０００円加算

扶養手当

２０４,８１３円１,６３９千円同じ

職員が世帯主でその所有に係る住宅で新築または購入した住宅は、その日か
ら起算して５年間 ２,５００円
家賃支払いの職員 毅月額２３,０００円以下の家賃 家賃額－１２,０００円＝支給額

毅月額２３,０００円を超える家賃
（家賃額－２３,０００円）×１/２＝① １６,０００円＝②
（①、②のうち額が少ない方）＋１１,０００円＝支給額
（最高２７,０００円）

住居手当

５６,８０２円３,４０８千円同じ

交通機関を利用する職員
運賃相当額が５５,０００円までの者 全額支給
片道２㎞未満 支給なし
自動車等の利用者 通勤距離片道 ２㎞以上５㎞未満 ２,０００円

５㎞以上１０㎞未満 ４,１００円
１０㎞以上１５㎞未満 ６,５００円
１５㎞以上２０㎞未満 ８,９００円
２０㎞以上２５㎞未満 １１,３００円
２５㎞以上３０㎞未満 １３,７００円
３０㎞以上３５㎞未満 １６,１００円
３５㎞以上４０㎞未満 １８,５００円
４０㎞以上４５㎞未満 ２０,９００円
４５㎞以上５０㎞未満 ２１,８００円
５０㎞以上５５㎞未満 ２２,７００円
５５㎞以上６０㎞未満 ２３,６００円
６０㎞以上 ２４,５００円

通勤手当

３４３,６３６円７,５６０千円

月額５,０００円。ただし、町長が必要と認める時は、本俸の１００分の２０以内を支給
することができる。
理事、局長、次長等 ３５,０００円
課長、館長、園長、所長 ２５,０００円

管理職
手当
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３１１千円支給実績（平成１９年度決算）

１０４千円支給職員１人当たり平均支給年額（平成１９年度決算）

３５８千円支給実績（平成１８年度決算）

１１９千円支給職員１人当たり平均支給年額（平成１８年度決算）

（参考）井手町第３次行政改革大綱における定員管理の数値目標（数・率）

支給職員
１人当たり
平均支給年額

（平成１８年度決算）

支給実績
（平成１９年度決算）

一般行政職
の制度と
異なる内容

一般行政職
の制度との
異同

内容及び支給単価手当名

２９４,０００ 円２９４ 千円同じ一般行政職と同様扶養手当

０ 円０ 千円同じ一般行政職と同様住居手当

１３,３３４ 円１３ 千円同じ一般行政職と同様通勤手当

３００,０００ 円３００ 千円同じ一般行政職と同様管理職
手当

一人当たり給与費
Ｂ／Ａ

給 与 費職員数
Ａ区 分 計 Ｂ期末・勤勉手当職員手当給 料

６,６６８千円２０,００４千円５,８３２千円９１９千円１３,２５３千円３人平成１９年度決算

②定員管理の数値目標の年次別進捗状況（実績）の概要 （各年４月１日現在）

数値目標
（参考）

１８年～２０年計
（実績）

平成２０年
３年目

平成１９年
２年目

平成１８年
１年目

平成１７年
計画始期

区 分
部 門

９０ー８５８５９１９２職員数一般行政 ▲２▲７（１０６％）０▲６▲１増 減
１３ー１２１２１２１３職員数教育 ０▲１（１０８％）００▲１増 減
１７ー１８１９１９１８職員数公営企業等会計 ▲１０（９４％）▲１０１増 減
１２０ー１１５１１６１２２１２３職員数計 ▲３▲８（１０４％）▲１▲６▲１増 減

７ 公営企業職員の状況
水道事業

①職員給与費の状況

（注）１ 職員手当には退職給与金を含まない。
２ 職員数は、平成２０年３月３１日現在の人数である。

②職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（平成２０年４月１日現在）

平均月収額基本給平均年齢区 分
５３５,０９５円３５５,２００円４８.４歳井手町

（注） 平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。

イ 退職手当（平成２０年４月１日現在）

（注） 退職手当の１人当たり平均支給額は、平成１９年度
に退職した職員に支給された平均額である。

オ 時間外勤務手当

（注）時間外勤務手当には、休日勤務手当を含む。

ウ 地域手当（平成２０年４月１日現在）
一般行政職と同様（４（３）を参照）

カ その他の手当（平成２０年４月１日現在）

④定員管理の数値目標及び進捗状況
ア 平成１７年４月１日～平成２２年４月１日における定員管理の数値目標

数値目標
計画期間

終 期始 期

▲１人（縮減率２５.０％）平成２２年４月１日平成１７年４月１日

イ 定員管理の数値目標の年次別進捗状況（実績）の概要
→ ６（３）②を参照

③職員の手当の状況
ア 期末手当・勤勉手当

一 般 行 政 職井 手 町

１人当たり
平均支給額 １,６４７千円
（平成１９年度）

１人当たり
平均支給額 １,９４４千円
（平成１９年度）

（平成１９年度支給割合）
期末手当 勤勉手当
３.０月分 １.５月分

（平成１９年度支給割合）
期末手当 勤勉手当
３.０月分 １.５月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、 役職加算
職務の級等に
よる加算措置 ５～１５％

（加算措置の状況）
職制上の段階、 役職加算
職務の級等に
よる加算措置 ５～１５％

（参考）平成１７年度の総費用に
占める職員給与費比率

総費用に占める職員給与費
比率 Ｂ／Ａ

職員給与費
Ｂ

純損益又は
実質収支

総費用
Ａ区 分

２５.０％２４.４％２３,３９１千円２１,７５７千円９５,８８６千円平成１９年度決算

エ 特殊勤務手当（平成２０年４月１日現在）
一般行政職と同様（４（４）を参照）

純減率純減数平成２２年４月１日
職員数

平成１７年４月１日
職員数

▲２５．０％▲１人３ 人４ 人

（注） １ （ ％）内の数値は、数値目標に対する進捗率を示す。
２ 増減は、各年の欄にあっては対前年比の職員増減数を、計の欄にあっては計画1年目以降現年までの職員増減数の累計を示す。

一般行政職井 手 町

１人当たり
平均支給額

２４,４９７千円

（支給率） 一般行政職と同様

自己都合 勧奨・定年
１人当たり
平均支給額 １８，２８８千円 ー千円
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目
の
健
康
（
ア
イ
ヘ
ル
ス
）診
査

糖
尿
病
網
膜
症
と
緑
内
障
は
、

気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
進
行
し
、

失
明
に
つ
な
が
り
ま
す
。
早
期
発

見
と
適
切
な
治
療
が
失
明
の
危
険

か
ら
あ
な
た
を
ま
も
り
ま
す
。
５０

歳
を
過
ぎ
た
ら
、
目
の
健
康
に
定

期
的
に
眼
科
で
検
診
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

こ
の
度
、
目
の
健
康
に
つ
い
て

の
検
診
を
左
記
の
と
お
り
お
こ
な

い
ま
す
の
で
、
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
対
象

町
内
に
住
所
を
有
す
る

歳
以
上
の
方

５０◆
日
時

月
３
日
（
水
）

１２午
後
２
時
～
５
時

◆
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

◆
申
込
方
法

電
話
に
よ
る
申
し

込
み
を
受
付
い
た
し
ま
す
。
た
だ

し
、
先
着

名
に
て
締
め
切
り
と

６０

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

《
受
付
時
間
》

午
後
１
時

分
～
４
時

分

３０

３０

《
連
絡
先
》

綴
喜
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
℡

‐
０
１
７
７
）
ま
で

６２◆
費
用

無
料

主
催
／
綴
喜
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

後
援
／
井
手
町
・
田
辺
中
央
病
院

山背古道とことんウォーキング
秋秋の愁いを帯びた一日、山背古道をのんびり歩いて思い出を作りません秋の愁いを帯びた一日、山背古道をのんびり歩いて思い出を作りませんかか

日時／11月22日（土）【雨天決行】 午前9時受付開始、午前9時30分スター日時／11月22日（土）【雨天決行】 午前9時受付開始、午前9時30分スタートト

集合／ＪＲ城陽駅東側、または木津川市南垣外公園（スタート開始時間までに集合／ＪＲ城陽駅東側、または木津川市南垣外公園（スタート開始時間までに、、

都合の良い集合場所へお越しください）＊参加費無料・申込不要

コース／木津～城陽の約23㎞

（自分にあった距離でウォーキングを楽しんでください）

持ち物／お弁当・水筒・雨具など

その他／詳細は、山背古道推進協議会事務局（℡56－4019）まで

子育て支援センターからのお知らせ

親子で一緒に遊んだり、育児の情報交換や相談のできる場として｢井手町子育て支援センター｣を開設して

います。子育て支援センターは玉川保育園内にあり、月曜日～金曜日（午前９時半～午後４時）にご利用でき

ますので、いつでも気軽にあそびにきてください。 お問い合わせは、子育て支援センター（ＴＥＬ82‐

2232）まで

11・12月の事業 時間：午前10時～正午
土金木水火月日
1514131211109

さんさん会
（宇治植物園）
たけのこ広場
（多賀保育園）

おでかけ広場
（人権交流センター）

井手地区

22212019181716

子育て講座さんさん会
（支援センター）

たけのこ広場
（多賀保育園）

おでかけ広場
（西部公民館）
多賀地区

29282726252423
ぴよぴよ広場
よちよち広場
わらべうた
（鈴玉作り）

さんさん会
（玉泉苑）

たけのこ広場
（支援センター）休日

6543212/130
とことこ広場
わらべうた
（リース作り）

さんさん会
（支援センター）

たけのこ広場
（多賀保育園）

◆子育て講座のおしらせ
保健師さんのお話を聞きます。
「冬場にかけての子どもの感染症について」
日時：１０月２１日（金）午前１０時半～正午
対象：妊婦～就学前の子どもとその保護者

10987

たけのこ広場
（多賀保育園）

おでかけ広場
（人権交流センター）

井手地区
さんさん会

（支援センター）
子育てサークル活動
さんさん会：午前10時～正午
妊婦～3歳位の子どもとその保護者
代表：神村（090－1679－7182）

たけのこ広場：午前10時30分～正午
未就園児の子どもとその保護者
代表：巽（82－2436）

＊初めての方は、代表まで連絡をしてください。

各広場の対象者
＊とことこ広場：1歳半～就学前の子どもとその保護者
＊よちよち広場：7ヶ月～1歳半位の子どもとその保護者
＊ぴよぴよ広場：妊婦～6ヶ月位の子どもとその保護者
＊おでかけ広場：妊婦～就学前の子どもとその保護者
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「
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」

の
ご
案
内

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

秋
の
深
ま
り
と
と
も
に
読
書

に
親
し
む
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
今
回
は
、
読
書
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
座
に
つ
い
て
ご
案

内
し
ま
す
。

町
内
の
小
学
校
な
ど
で
、

子
ど
も
た
ち
に
本
を
読
ん
だ

り
、
本
の
紹
介
を
し
た
り
す

る
「
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
要
項
◆

【
主
催
】
井
手
町
教
育
委
員
会

【
対
象
】
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
興
味
を
お
持
ち
の
方
や
読

書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
れ
て

い
る
方

【
日
時
】

煙
第
１
回

月

(日
火)

１１

２５

午
前

時
～
正
午

１０

煙
第
２
回

月
２
日
（
火
）

１２午
前

時
～
正
午

１０

煙
第
３
回

月
９
日
（
火
）

１２午
前

時
～
正
午

１０

【
講
師
】
齋
藤
壽
始
子
先
生

（
京
都
女
子
大
学
講
師
）、
児

童
文
化
研
究
会
、
さ
さ
ゆ
り

舎
児
童
文
化
塾
の
皆
さ
ん

【
内
容
】

煙
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は

煙
子
ど
も
の
本
に
つ
い
て

煙
選
書
や
お
話
会
の
計
画
な
ど

煙
読
み
語
り
、
ブ
ッ
ク
ト
ー

ク
絵
ば
な
し
、
お
は
な
し

（
素
話
）、
紙
芝
居
な
ど

【
会
場
】
自
然
休
養
村
管
理
セ

ン
タ
ー
及
び
山
吹
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

【
定
員
】

名
程
度

２０

【
参
加
費
】
無
料

【
募
集
期
間
】(

)

月
４
日
月
～

月

１１

１１

１７

(日
月)

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

井
手
町
立
小
・
中
学
校

井
手
町
教
育
委
員
会

(

℡

-

４
３
３
３
・
フ
ァ
ッ

８２
ク
ス

-

５
３
３
２)

８２

教育の窓

１９４８年の１２月１０日、国連の第３回総会で「世界人権宣言」が採択されました。この宣言は、

生命･身体の安全その他多くの基本的人権についての基準を示し、「どのような形であっても差

別を受けることなしにこれらの人権が享有できるようにすべきである」と述べています。この理

念は、各国の憲法や法律に取り入れられるとともに、今も世界の人々にとって希望の根源とも

なっています。国連では、この１２月１０日を「人権デー」と定めています。日本では、１２月１０

日までの１週間（１２月４日～１０日）を「人権週間」とし、毎年、講演会の開催や街頭啓発など、

さまざまな啓発活動が展開されています。

人権週間をきっかけに今一度、家庭や学校、職場において、みんなで「人権」とは何なのだろ

うか、そしてお互いの権利を尊重しあうことの大切さについて考えましょう！

[人権週間中の井手町での主な講演会]

１２月４日から１０日は「人権週間」です

人権のつどい
日時／１２月４日（木）

午後１時３０分～３時３０分

会場／自然休養村管理センター 大ホール

内容／「ハープ＆ハートフルコンサート」

～盲導犬普及活動を通して～

[講師]内田奈織さん（ハープ演奏者）

関西盲導犬協会

＊お問い合わせは、社会教育課（８２‐５７００）まで

人権講座「きらめき」
日時／１２月９日（火）

午後６時５０分～８時２０分

会場／いづみ人権交流センター

内容／「差別っていったい何やねん？～もっと

ホンネで、主語は「わたし」で」

[講師]川口泰司さん

（山口県人権啓発センター事務局長）

＊お問い合わせは、同和・人権政策課（８２‐３３８０）

まで
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講

座
・
教

室

【
和
太
鼓
交
流
教
室
】

日
時
／

月

日
（
水
）

１１

１９

／

月
３
日
（
水
）

１２

い
ず
れ
も
、
午
後
７
時
～
９
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

【
和
太
鼓
教
室
（
サ
ー
ク
ル
）
】

日
時
／

月

日
・

日
（
土
）

１１

１５

２９

／

月
６
日
（
土
）

１２

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～
３
時
半

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／

月

日
（
土
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

１１

２２

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

体
育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡

‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／

月

日
・

日
（
金
）

１１

１４

２８

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～
３
時

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／

月

日
（
金
）
午
前

時
～
正
午

１１

１４

１０

／

月

日
（
金
）
午
前

時
～

時
半

１１

２８

１０

１１

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
教
室
》

日
時
／

月

日
（
月
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１１

１７

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

《
人
権
講
座
き
ら
め
き
》

日
時
／

月

日
（
月
）
午
後
７
時
～
８
時
半

１１

１７

／

月
９
日
（
火
）
午
後
６
時

分
～
８
時

分

１２

５０

２０

《
手
芸
教
室
》

日
時
／

月

日
（
木
）・

月
１
日
（
月
）

１１

２０

１２

午
前

時
～
正
午

１０

れ
る
方
（
寝
た
き
り
老
人
な
ど
）
は
税
金
の
申
告
で

障
害
者
控
除
の
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

町
で
は
、
障
害
者
控
除
の
申
請
受
付
・
認
定
を
行

っ
た
う
え
、
証
明
書
を
発
行
し
て
い
ま
す
の
で
詳

細
に
つ
い
て
は
、
高
齢
福
祉
課
（
℡

‐
６
１
６
５
）

８２

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

月
4
日
か
ら
税
務
署
の
電
話
が
自
動

11音
声
案
内
に
変
わ
り
ま
し
た
。

税
金
に
関
す
る
一
般
的
な
ご
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
音
声
案
内
に
従
い
「
１
」
番
を
選
択
し

て
く
だ
さ
い
。
国
税
局
の「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」

の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

ま
た
、
税
金
の
納
付
相
談
や
税
務
署
へ
の
お
問

い
合
わ
せ
な
ど
で
税
務
署
に
ご
用
の
方
は
、「
２
」

番
を
選
択
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
税
務
署
に
つ

な
が
り
ま
す
。

な
お
、
来
署
に
よ
る
ご
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
事
前
の
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
注
）「
番
号
が
認
識
で
き
ま
せ
ん
。」
と
い
う
案
内

が
あ
っ
た
場
合
は
、
電
話
機
の
「
＊
」
を
押
し
て

か
ら
番
号
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
宇
治
税
務
署
（
℡

‐
４

４４

１
４
１
）
ま
で

救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

日
時
／

月
７
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

１２

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
会
議
室

定
員
／

名
程
度

１０

参
加
費
／
無
料

受
付
期
限
／

月
６
日
（
土
）

１２

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分

署
（
℡

‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２

月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第
６
期
納
期
限
で
す

１１

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
さ
れ

ま
し
た
か

新
築
住
宅
は
、
平
成

年
６
月
か
ら
住
宅
用
火

１８

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
既
に
お
住
ま
い
の
住
宅
（
戸
建
て
住
宅
・

店
舗
併
用
住
宅
・
共
同
住
宅
）
は
、
平
成

年
５
月

２３

日
ま
で
設
置
が
猶
予
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
切

３１な
家
族
の
命
を
守
る
た
め
に
も
一
日
も
早
く
設
置

を
お
勧
め
し
ま
す
。
取
り
付
け
る
箇
所
は
、
寝

室
・
階
段
・
台
所
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

＊
悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
署
員
・
消
防
団
員
が
訪
問
し
販
売
を
し
た
り
、

特
定
の
業
者
に
販
売
を
委
託
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
業
者
の
服
装
や
急
が
せ
る
話
に
惑
わ
さ
れ

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

放
置
竹
林
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

田
や
畑
、
竹
林
な
ど
の
農
地
で
放
置
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

近
隣
に
迷
惑
を
か
け
る
だ
け
で
な
く
、
景
観
上

も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

所
有
さ
れ
て
い
る
方
が
、
責
任
を
持
っ
て
管
理

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
竹
林
整
備
や
草
刈
り
等
の
農
地
の
こ
と

で
の
ご
相
談
は
、
産
業
環
境
課
（
℡

‐
６
１
６

８２

８
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

く
ら
し
の
資
金
貸
付
け
申
し
込
み

受
付

日
時
／

月

日
（
水
）
～

日
（
木
）

１２

１０

１１

い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
午
後
４
時

受
付
／
住
民
福
祉
課

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
福
祉
課
（
℡

‐
６

８２

１
６
４
）
ま
で

「
住
生
活
総
合
調
査
」

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

国
土
交
通
省
で
は
、
都
道
府
県
、
市
町
村
の
協

力
の
も
と
に
、

月
１
日
、
全
国
各
地
に
お
い
て

１２

「
平
成

年
住
生
活
総
合
調
査
」を
行
う
こ
と
と
し

２０

て
い
ま
す
。

今
回
は
、

月
に
実
施
さ
れ
た
住
宅
・
土
地
統

１０

計
調
査
（
総
務
省
）
に
回
答
い
た
だ
い
た
世
帯
の

中
か
ら
一
部
を
抽
出
し
、
全
国
で
約

万
世
帯
を

１０

対
象
に
行
い
ま
す
が
、
京
都
府
で
は
、
一
定
の
抽

出
方
法
に
よ
り
無
作
為
抽
出
し
た
約
２
，７
０
０

世
帯
に
調
査
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。

月

日
か
ら

月
７
日
ま
で
の
間
、
統
計
調

１１

２４

１２

査
員
証
を
持
っ
た
調
査
員
が
、
対
象
と
な
っ
た
世

帯
を
訪
問
い
た
し
ま
す
の
で
、
調
査
を
お
願
い
す

る
皆
様
に
は
重
ね
て
お
手
数
を
お
か
け
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
が
、
御
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

要
介
護
高
齢
者
の
障
害
者
控
除
に

つ
い
て

介
護
保
険
制
度
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
お
ら
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月
は
、
多
賀
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

１１

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
》

日
時
／

月

日
・

月

日
（
水
）

１１

１９

１２

１０

い
ず
れ
も
、
午
前
９
時
半
～

時
半

１０

場
所
／
い
ず
れ
も
、
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）
】

日
時
／

月

日
・

日
・

月
９
日
（
火
）

１１

１１

２５

１２

い
ず
れ
も
、
午
前

時
～
午
後
２
時

１０

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
井
手
玉
川
大
学
】

《
社
会
見
学
》

日
時
／

月

日
（
火
）
午
前
７
時

分
～
午
後
６
時

１１

１１

４５

場
所
／
小
浜
方
面

《
第
５
回
》

日
時
／

月
４
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

１２

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

【
秋
の
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
】

日
時
／

月

日
（
土
）
午
前
９
時

分

１１

１５

２０

場
所
／
Ｊ
Ｒ
山
城
多
賀
駅
集
合

【
合
併

周
年
記
念
式
典
＆
記
念
イ
ベ
ン
ト
】

５０

日
時
／

月

日
（
日
）
午
前

時
～
午
後
１
時

１１

１６

１０

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

【
耳
の
こ
と
何
で
も
相
談
】

日
時
／

月

日
（
木
）
午
前

時
半
～
午
後
４
時
半

１１

２０

１０

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
予
約
が
必
要
で
す

【
家
庭
教
育
学
級
（
三
園
交
流
会
）
】

日
時
／

月

日
（
土
）
午
前

時
～

時
半

１１

２２

１０

１１

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

【
綴
喜
２
市
２
町
障
害
者
週
間
啓
発
事
業
】

日
時
／

月
９
日
（
火
）
午
後
１
時
～

１２

場
所
／
田
辺
中
央
公
民
館

必ずチェック外最低賃金

平成20年10月25日（土）から

京都府の最低賃金が

＊特定の産業には産業別最低賃

金が定められています。

時間額 717円
に改定されました。

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／

月
４
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１２

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
い
ず
れ
も
、

歳
以
上

６５

【
楽
笑
健
康
づ
く
り
教
室
】

日
時
／

月

日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１１

２７

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

子

育

て

【
わ
く
わ
く
広
場
】

日
時
／

月

日
（
木
）
午
前
９
時
半
～
正
午

１１

２７

場
所
／
玉
泉
苑

＊
毎
月
第
４
木
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
乳
児
健
診
》

日
時
／

月
１
日
（
月
）

１２

対
象
／
Ｈ

・
７
・
２
か
ら
Ｈ

・
９
・
３
生
ま
れ

２０

２０

《
２
歳
半
歯
科
健
診
》

日
時
／

月
５
日
（
金
）

１２

対
象
／
Ｈ

・
５
・
１
か
ら
Ｈ

・
８
・

生
ま
れ

１８

１８

３１

受
付
／
い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
、
保
健
セ
ン
タ
ー

【
予
防
接
種
・
集
団
接
種
】

《
ポ
リ
オ
》

日
時
／

月

日
（
火
）

１１

１１

受
付
／
午
後
２
時
～
２
時

分
４５

煙
生
後
３
～

ヶ
月
ま
で
で
す
が
、
出
来
る
だ
け

９０

３
～

ヶ
月
の
間
に
２
回
服
用
し
て
く
だ
さ
い
。

１８

１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
を
６
週
間
あ
け
て
く
だ

さ
い
。

《
Ｂ
Ｃ
Ｇ
》

日
時
／

月
９
日
（
火
）

１２

受
付
／
午
後
２
時
～
２
時

分
４５

＊
生
後
１
～
６
ヶ
月
ま
で
に
受
け
て
く
だ
さ
い

＊
母
子
手
帳
と
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い

＊
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
毎
回
必
ず
読

ん
で
く
だ
さ
い

場
所
／
い
ず
れ
も
、
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

各

種

相

談

【
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
】

日
時
／

月
８
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

１２

場
所
／
賀
泉
苑

【
心
配
ご
と
相
談
】

日
時
／

月

日
・

月
１
日
（
月
）

１１

１７

１２

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／

月

日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

１１

１７

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日
（
月
４
回

第
１
・
３
・
４
は
、
玉
泉
苑
、
第
２
は
賀
泉
苑
）
に

開
設
し
て
い
ま
す
。（
第
５
月
曜
日
と
祝
日
に
あ
た

る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
障
害
者
相
談
】

日
時
／

月

日
・

日
・

月
９
日
（
火
）

１１

１１

２５

１２

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
い
ず
れ
も
、
役
場
１
階
相
談
室

【
総
合
健
康
相
談
】

日
時
／

月

日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１１

２８

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

／

月
８
日
（
月
）・
９
日
（
火
）

１２午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

【
い
づ
み
ふ
れ
あ
い
学
級
（
第
５
回
）
】

日
時
／

月

日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１１

１８

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
】

日
時
／

月
５
日
（
金
）
午
後
７
時
半
～
９
時

１２

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

煙
申
し
込
み
は
不
要
で
す

煙
雨
天
曇
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

煙
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
だ
け

の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
万
華
鏡
）
】

日
時
／

月

日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

１１

１９

場
所
／
玉
泉
苑

健

康

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／

月

日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１１

１３
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☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介

月
１１

◆
一
般
書

「
地
獄
番
鬼
蜘
蛛
日
誌
」

斎
樹
真
琴

「
ロ
ー
ド
ム
ー
ビ
ー
」

辻
村
深
月

「
熱
帯
夜
」

曽
根
圭
介

「
ア
イ
ス
ク
リ
ン
強
し
」

畠
中
恵

「
午
後
の
音
楽
」

小
池
真
理
子

「
聖
女
の
救
済
」

東
野
圭
吾

◆
児
童
書

「
コ
リ
ア
ン
ダ
ー
と
妖
精
の
国
」

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

月
～
翌
年
３
月

１０

午
前

時
～
午
後
５
時

１０

☆

月
・

月
の
休
館
日

１１

１２

月

・
・
・

日

１１

１０
１７
２５
２７

月
１
・
８
・
・
・
・

～

日

１２

１５
２２
２４
２７

３１

☆
貸
出
冊
数
お
よ
び
期
間

煙
図
書
は
１
人

冊
、
２
週
間

１２

煙
雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

煙
視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、
１
週
間

シューカツ！
石田衣良

水越千晴、鷲田大学３年生。
マスコミを志望する男女７人
の仲間たちと「シューカツプ
ロジェクトチーム」を結成し
た。目標は全員合格、さて結
果は。直球の青春小説。

文字アートの年賀状
さとだて ゆめこ
印象的な文字を書くためのコ
ツ、彩りを添えるアイデアな
どを、豊富な作例とともに紹
介。縁起の良い文字、干支を
表す文字を現代・古代・トン
パ文字等でアートに表現する
テクニックが満載。「切って使
える素材集」付き。

アンソニー、きみがいるから
櫻井ようこ

「アンソニーがいればだいじ
ょうぶ。わたしたちは２人で
ひとつ」 ３４歳で「失明しま
す」との宣告を受けた女性が、
盲導犬と出会い、自分の世界
をきりひらいていく感動の物
語。

とうちゃんなんかべーだ！
伊藤秀男
サイクリングもしたし、魚釣
りもしたし、虫の標本も作っ
たし…。でも、うしおくんは
まだまだ遊び足りない。「とう
ちゃんなんか、べーだ！」と
言い続けている。おとうさん、
どうする？ 日本中のおとう
さんを応援する絵本。

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

Ｑ

受
給
し
て
い
ま
す
年
金
の
振
込
先
を
変

え
た
い
の
で
す
が
。

Ａ

年
金
は
希
望
し
た
金
融
機
関
や
郵
便
局

で
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。
住
所
や
支
払
い
を

受
け
る
金
融
機
関
、
郵
便
局
を
変
更
す
る
と

き
は
、
役
場
住
民
福
祉
課
に
常
備
し
て
い
ま

す
「
年
金
受
給
権
者
住
所
、
支
払
機
関
変
更

届
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
新
た
に
変
更

す
る
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
で
、
預
金
通
帳

の
記
号
番
号
に
つ
い
て
証
明
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
郵
便
局
の
「
郵
便
振
替
」
に
変

更
す
る
と
き
は
、
郵
便
局
で
郵
便
振
替
口
座

の
口
座
番
号
に
つ
い
て
証
明
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

以
上
の
こ
と
が
完
了
し
ま
し
た
ら
、
社
会

保
険
事
務
所
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

転
居
し
た
り
、
今
ま
で
の
振
込
先
の
通
帳

を
解
約
し
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
年
金

の
支
払
額
を
お
知
ら
せ
す
る
通
知
書
が
届
か

な
か
っ
た
り
、
希
望
す
る
銀
行
や
郵
便
局
で

年
金
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

住
所
が
変
る
と
き
は
、
社
会
保
険
事
務
所

な
ど
へ
届
け
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
旧
住

所
の
郵
便
局
に
も
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

サ
リ
ー
・
ガ
ー
ド
ナ
ー

「
マ
フ
ィ
ー
く
ん
と
お
じ
い
さ
ん
ふ
し

ぎ
な
ぼ
う
し
」

伊
藤
正
道

「
聖
夜
の
お
く
り
も
の
」

ト
リ
シ
ャ
・
ロ
マ
ン
ス

「
お
い
な
り
山
の
ひ
み
つ
」茂
市
久
美
子

☆

月
・

月
の
図
書
館
行
事

１１

１２

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

月

日
（
土
）
午
後
１
時
半
か
ら

１２

１３

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

月

日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら

１１

１５
月

日
（
土
）
午
後
３
時
か
ら

１２

２０

《
雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル
》

月

日
（
土
）
～

月
５
日
（
金
）

１１

２９

１２

《
人
形
劇
（
ぱ
ふ
ぱ
ふ
）》

月

日
（
火
）

１２

１６

場
所
／
玉
川
保
育
園

＊
今
年
度
の
「
絵
本
の
贈
呈
及
び
読
み

聞
か
せ
」
は
、
来
年
１
月
に
実
施
予
定

で
す
。
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ごみ収集日程表（11月11日～12月10日）

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（TEL８２‐6168）まで

し尿収集日程

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、内
垣内、東松ヶ花、奥西、帽子田、下川、判ノ地、田村新田⑧１１月２１日

茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷、阿弥陀寺⑨１１月２５日

西南組、東南組、前川、石名田、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩１１月２６日

高橋、谷村、宮ノ後、天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、安
堵山、浜、上ノ浜、起、佃、平山⑪１１月２７日

新四郎山、西山、西垣内、中垣内、東垣内⑫１１月２８日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、里、玉ノ井、西高月、東高月、
清水、栢ノ木、中溝⑬１２月１日

柏原、南玉水、久保、渋川、段ノ下、扇畑、浜田、南猪ノ阪、北猪ノ阪⑭１２月２日

梅ノ木原、野神、宮ノ本、西前田、柴木田、北開、北構、南溝、下赤
田、上赤田、鳥休⑮１１月１１日

１２月３日

★ごみは、朝９時までに出してください。

★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。

★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別袋にして出してください。

★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL８２‐６１６８）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・

洗濯機・エアコン・パソコンは除きます）

※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

その他
発 泡

トレー等

ペット

ボトル
粗大ごみビンカン燃やすごみ

区 分

地 区

１１月１２日

１１月２６日

１２月１０日

１１月１９日

１２月３日
１２月４日１１月２７日１１月１３日１１月２０日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

１１月１９日

１２月３日

１１月１２日

１１月２６日

１２月１０日

１２月５日１１月２７日１１月１４日１１月２１日月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

１１月１９日

１２月３日

１１月１３日

１１月２７日
１２月４日１１月２０日

１１月１２日

１２月１０日
１１月２６日火・金曜日

多 賀 全 区

上 井 手 区

第２回剪定枝チップ化物実費配布のお知らせ
対 象／宇治市・城陽市・八幡市・久御山町・宇治田原町・井手町に在勤または在住者
配布期間／１２月４日（木）～１０日（水）【土・日も配布】午前９時～午後４時（正午～午後１時を除く）
配布場所／エコ・ポート長谷山（℡５８‐０５５０）、クリーンピア沢（℡０７５‐６３１‐０８３５）

折居清掃工場（℡２０‐４７９９）
配布方法／指定専用袋（約４０ℓ）に各自で詰め込み
配布料金／１袋あたり１００円（袋代込）。以前購入した袋持参の場合は１袋５０円。
そ の他／雑草抑制などに効果のあるマルチング材として利用可。量に限りあり。



井手玉川大学【社会見学】（午前７時４５分～午後６時、小浜方面）
こころの相談室（午前１０時～午後２時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）
ポリオ（受付：午後２時～２時４５分、保健センター）

火11/11

水12
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）木13
大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）金14
秋の健康ハイキング（午前９時２０分、JR山城多賀駅集合）
ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）
親と子の絵本の会（午後２時～、山吹ふれあいセンター）

土15

合併５０周年記念式典＆記念イベント（午前１０時～午後１時、自然休養村管理センター）
秋季町民ソフトボール大会（予備日）日16
心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）
ペン習字教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
無料法律相談（午後２時～４時、玉泉苑）
人権講座きらめき（午後７時～８時半、いづみ人権交流センター）

月17

いづみふれあい学級【第５回】（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）火18
育児相談（受付：午前９時半～１０時半、保健センター）
あそびの広場（午前９時半～１１時、保健センター）
生き生きふれあいサロン【万華鏡】（午後１時半～、玉泉苑）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）

水19

手芸教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
耳のこと何でも相談（午前１０時半～午後４時半、保健センター）
そば打ち教室（午後３時～５時、午後６時半～８時半、いづみ人権交流センター）

木20

ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時半～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）金21
ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
家庭教育学級【三園交流会】（午前１０時～１１時半、自然休養村管理センター）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）

土22

日23
月24

こころの相談室（午前１０時～午後２時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）火25

水26
わくわく広場（午前９時半～正午、玉泉苑）
料理教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
楽笑健康づくり教室（午後１時半～３時、保健センター）

木27

大正琴教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）
人権学習【ビデオ】（午前１１時半～正午、午後３時～３時半、いづみ人権交流センター）
総合健康相談（午後１時半～３時、保健センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時半～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）

金28

ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）土29

日30
無火災デー防火パレード
手芸教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
乳児健診（受付：午後１時～１時半、保健センター）
心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）

月12/1

火2
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）水3
料理教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
山吹体操クラブ（午後１時半～３時、玉泉苑）
人権のつどい【ハープ＆ハートフルコンサート】（午後１時半～、自然休養村管理センター）
井手玉川大学【第５回】（午後１時半～３時半、自然休養村管理センター）

木4

２歳半歯科健診（受付：午後１時～１時半、保健センター）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）

金5

ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）土6

日7
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、賀泉苑）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）月8
こころの相談室（午前１０時～午後２時、いづみ人権交流センター）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
綴喜二市二町障害者週間啓発事業（午後１時～、田辺中央公民館）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）
ＢＣＧ（受付：午後２時～２時４５分、保健センター）
人権講座きらめき（午後６時５０分～８時２０分、いづみ人権交流センター）

火9

育児相談（受付：午前９時半～１０時半、保健センター）
あそびの広場（午前９時半～１１時、保健センター）水10

届出人赤ちゃん住所

喜 行未 悠
み ゆう

大仁田井手

満このみ米 田井手

智 之みのり植 田多賀

文 雄那 乃
な の

荒 木井手

浩 行蒼 良
そ ら

宇仁菅多賀

出張徴収【多賀】

出張徴収【北・南】

まちのカレンダまちのカレンダーー
（11月11日～12月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：企画財政課

井手町ホームページ
http://www.town.ide.kyoto.jp/
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp
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〉
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産
〉

（９月２０日から１０月１９日までの届出分・敬称略）

（９月２０日から１０月１９日までの届出分・敬称略）

公共施設電話番号一覧
電話番号名 称

0774－82－6161総 務 課
0774－82－6162企画財政課
0774－82－6163税 務 課
0774－82－6164住民福祉課
0774－82－6165高齢福祉課
0774－82－6166保健医療課
0774－82－6167建 設 課
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0774－82－6169上下水道課
0774－82－6171会計課
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0774－82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－2232子育て支援センター
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署 井手分署
0774－82－2001代 表 番 号井手町役場

住 民 カ レ ン ダ ー

行 事曜月日

妻夫住所

藤 田 加 世松 岡 俊 伸多賀

上 川 光 映小 川 拓 地井手
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